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Abstract
This study clarifi es how students’ recognition of the usefulness of using ICT in junior high 

school science classes aff ects the use and engagement of learning strategies. The purpose is to 
obtain suggestions for science education practice, including the promotion of students’ acquisition 
and utilization of learning strategies. Therefore, we used a questionnaire survey to measure and 
examine the awareness of the usefulness of ICT utilization, the use of learning strategies, and 
engagement among students in the fi rst year of junior high school. After categorizing students by 
hierarchical cluster analysis using recognition of the usefulness of ICT utilization, we analyzed the 
responses to the questionnaire survey. The use of strategies was high, and there was a tendency 
for emotional engagement to be high. In addition, it was shown that among the recognition of 
usefulness of ICT utilization, especially “deepening of thinking” had a facilitating eff ect on the use 
of learning strategies and the improvement of emotional engagement. From these results, it was 
found that increasing students’ awareness of the usefulness of ICT utilization by setting up scenes 
of continuous ICT utilization in everyday junior high school science classes is eff ective in acquiring 
and utilizing learning strategies.

 キーワード： Recognition of the Utility of ICT Use, Learning Strategy，Engagement，Lower 
Secondary Science，Hierarchical Cluster Analysis
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Ⅰ　はじめに

1．学ぶ力としての学習方略
変化の大きな社会で自律的に学びを進める

ために、児童生徒に効果的に学ぶ力を身につけ
させることは重要な教育課題であると言える。
理科教育においても、長沼・森本（2018）は、
現代的な教育観における課題として、学習者で
ある子ども自身が、知識の構造化を測る主体と
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してのセルフ・コンセプト（self-concept）を構
築することが重要であるとしている。

平成29年3月に告示された中学校の学習指導
要領（文部科学省 2017）では、教育課程全体を
通して育成を目指す資質・能力が、「何を理解し
ているか、何ができるか（生きて働く『知識・
技能』の習得）」、「理解していること・できる
ことをどう使うか（未知の状況にも対応できる

『思考力・判断力・表現力等』の育成）」、「どの
ように社会・世界と関わり、よりよい人生を送
るか（学びを人生や社会に生かそうとする『学
びに向かう力・人間性等』の涵養）」の 3 つの柱
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で整理された。中でも、『学びに向かう力・人間
性等』については、「主体的に学習に取り組む態
度」として資質・能力の育成が求められている。
このように、自律的に学びを進める力は育成す
べき資質・能力の一つとして重視されている。

上述の 3 つの柱のうち、「主体的に学習に取
り組む態度」は、「粘り強い取組を行おうとする
側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」
の 2 側面で示されている。前者の「粘り強い取
組を行おうとする側面」については、「やり抜
く力」という長期目標に対する情熱と粘り強さ
の 2 側面から構成され、グリット（GRIT）と呼
ばれており、久坂ほか（2019）は理科学習版グ
リット尺度の作成を試みている。後者の「自ら
の学習を調整しようする側面」は、Zimmerman

（1998）の自己調整学習の理論が基盤となってい
ると考えられる。自己調整学習とは、「学習者が
動機づけ、学習方略、メタ認知の 3 要素におい
て自分自身の学習過程に能動的に関与している
こと」であり、「予見」「遂行コントロール」「自
己省察」の 3 段階で構成される循環的なプロセ
スである（平澤・久坂 2021）。

ところで、特に教育心理学の分野において、
学ぶ力として、この学習方略の研究が進められ
ている。学習方略とは、学習の効果を高めるこ
とを目指して意図的に行う心的操作あるいは行
動であり、学習を促進する効果的な学習法を用
いるための計画、工夫、方法のことと定義され
ている（辰野 1997）。効果的な学習方略の活用
を促進することを通じて、学習意欲や学習成果
を高める可能性が指摘されており（鹿毛 2013）、
学習意欲のあり方を安定的に規定する要因とし
て、学習者が自律的に学習を進める上で重要と
されている（伊藤 2012）。理科教育においても、
原田・草場（2021）が、動機づけ要因と学習方
略の使用について検討しており、観察・実験に
おける学習方略の使用傾向に対する期待・価値
による説明を試みている。
2．学習方略の習得・活用

しかしながら、小中学生の学びに関する実態
調査（ベネッセ総合教育研究所 2014）で勉強の
悩みを問うた中で、小学生は 40%、中学生は 55%
が「上手な勉強のやり方が分からない」という
項目に「思うことがある」と解答していること

から、児童生徒の学習方略の習得及び効果的な
使用の促進にはまだまだ課題があると言える。

児童生徒の学習方略の習得及び使用を促進
するにはどのような視点が必要だろうか。佐藤

（1998）は、学習方略に対する有効性の認知、コ
ストの認知、好みが学習方略の使用に及ぼす影
響について、質問紙調査を通じて検討し、学習
方略の有効性を認知すること、及び学習方略を
好んでいることが、その使用のための重要な条
件であると指摘している。また、篠ヶ谷（2012）
は、学習方略が使用されるには、まず、その方略
を知っていることが必要であるが、たとえ方略
を知っていたとしても、その方略の有効性を感
じていない場合や、その方略を使用することが
大変であると感じている場合には、方略は使用
されない、としている。つまり、児童生徒に学
習方略を習得させ、効果的な使用を促すには、
学習方略の自体とその有効性、さらには学習効
果を得ることに対するコストの低さを認知させ
ることが重要であるとる言える。
3．環境の変化と学習方略

一方、2019 年 12 月に打ち出された GIGA ス
クール構想（文部科学省 2019）により、ICT
を活用した授業が学校現場のスタンダートとな
り、児童生徒 1 人 1 台の情報端末が常にあると
いう環境へと変容しつつある。加えて、平成 29
年 3 月に告示された中学校の学習指導要領（文
部科学省 2017）を受け、「主体的・対話的で深
い学び」に実現に向け、従来の一方向的な講義
型の授業スタイルからの改善充実が求められて
いる。このような環境の変化により、児童生徒
が学習方略を習得・活用するプロセスも変わる
と考えられる

実際、1 人 1 台の情報端末の学習環境におい
て学習者が自分に適した学習方略を主体的に決
定して学びを進めることができたという報告
もある（村山・大島 2021）。また、中西・加納

（2022）は、1 人 1 台の情報端末を活用した中学
校理科授業におけるリフレクションを通じて、
生徒の学習方略の使用が促されたとしている。

このような状況を踏まえると、1 人 1 台の情
報端末を主とする ICT の活用を前提として、児
童生徒の学習方略の習得、及び活用の促進を検
討する必要があると言える。
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4．学習方略の習得・活用に影響を与える要因
では、ICT 活用を前提とした学習環境におい

て、児童生徒の学習方略の習得や活用に影響を
与える要因にはどのようなものが考えられるだ
ろうか。中西・矢野（2021）は、中学校理科授業
の学習において、1人1台の情報端末の活用を前
提として、その活用スキルとともに有用性の認
識が重要であるとしている。また、中西（2022）
は、生徒の ICT を活用することに対する有用性
の認識がオンライン授業に対する評価に及ぼす
影響を、中学校理科授業実践を通じて検討して
おり、ICT 活用の有用性認識の高さが、オンラ
イン授業に対する評価に促進的な影響を与えた
ことを報告している。

前述の佐藤（1998）や篠ヶ谷（2012）の指摘
を踏まえると、ICT を活用することの有用性や
学習効果のコストの認知が、1 人 1 台の情報端
末が常にある環境下での学習方略の習得及び活
用の促進に影響すると考えられる。つまり、中
学校理科授業における生徒の ICT 活用の有用
性認識は、学習方略の習得・活用に影響する要
因として検討する価値があると言える。
5．学習方略とエンゲージメント

前述の中西・加納（2022）の研究では、中学
校理科授業における 1 人 1 台端末を活用を通じ
て学習記録の可視化・俯瞰化が生じ、その結果、
学習方略の使用が促されることが報告されてお
り、特にメタ認知的方略と認知的方略の使用が
促されたことが確認されている。メタ認知的方
略と認知的方略は、自己調整学習の研究（例え
ば、伊藤・神藤 2004、梅本・田中 2012）におい
て扱われており、佐藤（2004）によると、学習
方略はメタ認知的方略と認知的方略に大きく区
分されている。メタ認知的方略は、学習の計画
を立て、学習過程をモニターするなど、メタ認
知的機能を通じた自己調整によって学習の効率
化を図る方略のことであり（伊藤・神藤 2003）、
メタ認知的方略を使用することで、自分のよく
わかっていない部分に気づき、それを改善する
ために学習が持続し、積極的な努力が行われる
という指摘がある（梅本ほか 2016）。また、認知
的方略は、記憶の際にリハーサルを行ったり、
理解が促進されるよう情報を体制化するなど、
記憶や思考における自己の認知過程を調整する

ことで効果的な学習を促す方略であり（伊藤・
神藤 2003）、梅本（2013）は、学習意欲の高ま
りが認知的方略の使用につながるとしている。

加えて、中西・加納（2022）は、メタ認知的
方略の使用が促されたことで行動的エンゲージ
メントが向上し、その結果、認知的方略の使用
が促進されたとしている。鹿毛（2013）による
と、エンゲージメントは、興味や楽しさを感じ
ながら気持ちを集中させ、注意を課題に向けて
持続的な努力をするような「熱中」する心理状
態であり、進行中の活動において示される行動
の強さ、感情の質、個人的な労力投入に関する
統合的な心理現象を意味するとされている。こ
のエンゲージメントには、「行動的エンゲージメ
ント」、「感情的エンゲージメント」、「認知的エ
ンゲージメント」の 3 側面がある（FREDRICKS 
et al．2004，SKINNER et al．2009）。行動的エ
ンゲージメントは、どの程度、課題に注意を向け
努力し粘り強く取り組んでいるかを示す。感情
的エンゲージメントは、どの程度、興味や楽し
さといったポジティブ感情を伴って取り組んで
いるかを示す。認知的エンゲージメントは、も
のごとを深く理解しようとしたり、ハイレベル
の技能を身につけようという意図を持ち、自分
の活動についてきちんと計画し、モニターし、
自己評価するような問題解決プロセスとして取
り組んでいるかを示す（鹿毛 2013）。

これらの研究成果を踏まえると、学習方略と
エンゲージメントは併せて検討する必要がある
と言える。
6．研究の目的

以上の議論を踏まえ、本研究では、中学校理
科授業における ICT 活用の有用性認識が学習
方略・エンゲージメントに及ぼす影響を検討す
ることを目的とする。

多くの学校現場において、1 人 1 台端末が常
にある環境が整う今後を見据え、これらの要因
の関連について検討することは有益であると言
える。また、生徒の学習方略の習得及び効果的
な活用を促進する要因を明らかにすることで、
学習の基盤として身につけさせるべき有用性の
認知に向けた教育的示唆を得ることができると
考えた。
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Ⅱ　研究の方法

1．研究の対象と環境
本研究は、関西地方の公立中学校第 1 学年の

生徒 175 名（5 学級）を対象とした。対象とし
た生徒は、理科の授業において 1 人 1 台の情報
端末を常に使用していた。対象とした学級では
1 名の理科教員（第一筆者）が教科担任として
2021年4月より授業を行なっていた。授業では、
コラボレーションプラットフォームの一つであ
る Microsoft Teams を用いて、思考の可視化や
共有、また、アプリケーションの共同作業を中
心とした ICT 活用が日常的に行われていた。

研究の対象とした 5 学級では、対象校が採択
している啓林館の教科書における中学校第一学
年理科の「生命」を柱とした内容に位置づく単
元「いろいろな生物とその共通点」、「粒子」を
柱とした内容に位置づく単元「身のまわりの物
質」、「エネルギー」を柱とした内容に位置づく
単元「光・音・力による現象」の学習を終えて
いる状況であった。
2．質問紙調査の実施期間と方法

ICT 活用の有用性認識を測定する調査、学習
方略の使用を測定する調査、エンゲージメント
を測定する調査の 3 つを、2022 年 1 月上旬の
理科授業の時間内に実施した。いずれの調査も
Microsoft Forms によるウェブアンケート形式
で実施し、調査は授業担当者（第一筆者）が実
施した。調査は無記名で行ったが、3つの調査に
おいて同じ対象者のデータを照合するために、
出席番号を回答するよう求めた。

また、調査の際、調査への回答は研究におい
てのみ使用すること、調査への回答が成績に影
響することがないこと、対象者個人が特定され
ることがないこと、加えて、ICT 活用の有用性認
識を測定する調査においては、質問文中の「ICT
を活用する」とは、「情報端末でアプリ　ケー
ションやインターネットを使ったり、Teams
で意見交流やデータの閲覧をすることを意味す
る」ことを質問紙に明記した上で、授業担当者

（第一筆者）が口頭でも対象者に説明した。
3．質問紙調査の内容

本研究では、ICT 活用の有用性認識として学
習の効率化、学びへの積極性、思考の深化、他

者との比較・共有の 4 つを、学習方略としてメ
タ認知的方略、認知的方略の 2 つを、エンゲー
ジメントとして行動的エンゲージメント、感情
的エンゲージメントの 2 つを、以下の尺度を用
いて測定した。エンゲージメントの 3 つの側面
について、行動的エンゲージメントと感情的エ
ンゲージメントは、学習に寄与することが先行
研究によって明らかにされているが（梅本ほか 
2016）、認知的エンゲージメントは、概念的定義
が研究者間で一致しておらず、妥当な測定が難
しいとされているため（清水 2020）、本研究で
は取り上げないことにした。質問紙調査におい
て使用した尺度項目の詳細に関しては、附表に
示す。
ICT 活用の有用性認識を測定する尺度

中西・矢野（2021）の、中学校理科授業にお
ける生徒の ICT 活用の有用性認識尺度を用い
た。この尺度は、中学生及び理科授業において
使用することを念頭において作成されており、
信頼性と妥当性も確認されていることから、本
研究へ用いることとした。尺度は、4 因子 22 項
目で構成されており、項目例は「ICT を使うこ
とで、学習内容が理解しやすくなる（学習の効
率化）」、「ICT を使うことで、学習に集中して取
り組める（学びへの積極性）」、「ICT を使うこと
で、自分の考えを深めることができる（思考の
深化）」、「ICT を使うと、みんなと意見や考え
を共有できる（他者との比較・共有）」である。
回答形式は、「1：まったく思わない、2：あまり
思わない、3：どちらとも言えない、4、少し思
う、5：とても思う」の 5 件法であった。
学習方略の使用を測定する尺度

メタ認知的方略及び認知的方略の使用を測
定する尺度には、佐藤・新井（1998）によって
作られた尺度（6 項目及び 9 項目）を使用した。
項目例は「やった内容を覚えているかどうかを
確かめながら勉強する（メタ認知的方略）」、「勉
強するときは、新しい内容と今まで習ってきた
ことを頭の中で結びつける（認知的方略）」であ
る。回答形式は「1：全くあてはまらない、2：
あまりあてはまらない、3：どちらとも言えな
い、4：少しあてはまる、5：よくあてはまる」
の 5 件法であった。



49中学校理科授業における ICT 活用の有用性認識が学習方略・エンゲージメントに及ぼす影響

エンゲージメントを測定する尺度
梅本ほか（2016）が、SKINNER et al.（2009）

の Behavioral engagement 及び Emotional 
engagement を日本語に訳した行動的エンゲー
ジメントを測定する尺度（4 項目）及び感情的エ
ンゲージメント（5 項目）を、理科の学習に合
わせて表現を修正して使用した。項目例は「理
科の学習に集中して取り組んでいる（行動的エ
ンゲージメント）」、「理科の学習をしていると
き、熱中している（感情的エンゲージメント）」
である。回答形式は「1：全くあてはまらない、
2：あまりあてはまらない、3：どちらとも言え
ない、4：少しあてはまる、5：よくあてはまる」
の 5 件法であった。
倫理的配慮

調査に先立ち、滋賀大学研究倫理審査（承認
番号：B211029）の承認を得た上で、研究対象校
の学校長及び研究対象生徒の保護者に対し、研
究の目的や調査の内容と方法、個人情報の保護
に関して書面を用いて説明し、同意を得た。

Ⅲ　結果

質問紙調査の分析においては、対象生徒 175
名のうち、ICT 活用の有用性認識を測定する調
査、学習方略の使用を測定する調査、エンゲー
ジメントを測定する調査の 3 つすべてに回答し
た者を対象とし、加えて、3 つの調査において
欠損値が多い者、回答に偏りがある者を除外
し、170 名を分析対象とした。分析には、HAD 
version 17.102（清水 2016）を用いた。
1．確認的因子分析と記述統計

ICT 活用の有用性認識については、学習の効
率化、学びへの積極性、思考の深化、他者との
比較・共有の 4 因子を、エンゲージメントにつ
いては、行動的エンゲージメント、感情的エン
ゲージメントの 2 因子を、学習方略については、
メタ認知的方略、認知的方略の 2 因子を想定し
た上で、因子的妥当性を確認するために確認的
因子分析（最尤法）を行った 1）。さらに、内的
整合性を確認するために、Cronbach のα係数を
算出した。

ICT活用の有用性認識について確認的因子分
析を行った結果、モデルの適合度は、CFI=0.911、

RMSEA=.091 であり、十分な適合度が示され
た。4 因子のα係数は .81-.82 であり、十分な内
的整合性が確認された。以下では、学習の効率
化、学びへの積極性、思考の深化、他者との比
較・共有の 4 因子に基づき分析を行った。

学習方略について確認的因子分析を行った結
果、モデルの適合度は、CFI＝0.928、RMSEA＝.073
であり、十分な適合度が示された。2因子のα係数
は .84-.85 であり、十分な内的整合性が確認された。
よって、メタ認知的方略、認知的方略の2因子に基
づき分析を行った。

エンゲージメントについて確認的因子分析
を行った結果、モデルの適合度は、CFI=0.971、
RMSEA=.079 であり、十分な適合度が示され
た。2 因子のα係数は .83-.89 であり、十分な内
的整合性が確認された。以下では、行動的エン
ゲージメント、感情的エンゲージメントの 2 因
子に基づき分析を行った。

ICT 活用の有用性認識、学習方略、エンゲー
ジメントの各下位尺度の平均値、標準偏差、α
係数及び各下位尺度間の相関分析結果を表 1 に
示す。
2．階層的クラスタ分析による生徒の類型化

ICT活用の有用性認識が学習方略とエンゲー
ジメントに及ぼす影響を明らかにするため、
ICT 活用の有用性認識の 4 因子の得点を用いて
ユークリッド平方距離、Ward 法による階層的
クラスタ分析にて生徒の類型化を行った。デン
ドログラムの形状から、3 つのクラスタが適切
であると解釈した。3つのクラスタを独立変数、
ICT 活用の有用性の認識の 4 因子の得点を従属
変数とする一要因分散分析を行った結果、4 因
子いずれにおいてもクラスタ間で有意な差が見
られた。3 つのクラスタの ICT 活用の有用性認
識の因子得点の平均値と標準偏差を表 2 に、ク
ラスタ間の分散分析及び多重比較の結果を表 3
に示す。

まず、4 因子の得点が全てが低い群が見られ
（第 1 群）、「ICT 活用の有用性認識低位群（以下、
「低位群」と示す）」と解釈した。次に、4 因子
の得点が全て高い群が見られ（第 3 群）、「ICT
活用の有用性認識高位群（以下、「高位群」と
示す）」と解釈した。最後に、4 因子の得点が上
記 2 つの中間に位置する群が見られ（第 2 群）、
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「ICT 活用の有用性認識中位群（以下「中位群」
と示す）」と解釈した。
3． ICT 活用の有用性認識が学習方略・エンゲージ
メントに及ぼす影響の分析

ICT 活用の有用性認識の類型化による差
2. において得られたクラスタ（3 水準）を独立

変数、学習方略及びエンゲージメント（下位尺度）
を従属変数とする一要因分散分析を行った。分析
の結果、メタ認知的方略、認知的方略、感情的エ
ンゲージメントにおいて1% 水準で有意であった

（メタ認知的方略：F（2,168） ＝ 11.47，p ＜ .01，認
知的方略：F（2，168） ＝ 18.48，p ＜ .01，感情的
エンゲージメント：F（2,168） ＝ 42.10，p ＜ .01）。

そこで、多重比較（Holm 法）2）を行ったと
ころ、行動的エンゲージメントを除いて、概ね
ICT 活用の有用性認識の高低と、メタ認知的方
略、認知的方略の使用、及び感情的エンゲージ
メントの高低に相関があることが示された。分
散分析及び多重比較の結果を表 4 に示す。
学習方略・エンゲージメントに及ぼす影響

ICT 活用の有用性認識が学習方略・エンゲー
ジメントの下位尺度に及ぼす影響を検討するた
め、ICT 活用の有用性認識の 4 因子を独立変数、
学習方略の 2 因子及びエンゲージメントの 2 因
子を従属変数とした重回帰分析を行った。結果
を表 5 に示す。

分析の結果、学びへの積極性は感情的エン
ゲージメントに正の影響を示した。また、思考
の深化はメタ認知的方略、認知的方略、感情的
エンゲージメントに正の影響を示した。なお、

表1　平均値、標準偏差、α係数及び各下位尺度間の相関分析結果

表2　各クラスタの因子得点と標準偏差

表3　分散分析及び多重比較
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多重共線性についても確認したが、いずれの結
果においても確認されなかった。

Ⅳ　考察

本研究では、中学校理科授業における ICT 活
用の有用性認識が学習方略・エンゲージメント
に及ぼす影響について検討を行った。

まず、分散分析の結果、ICT 活用の有用性認
識の高低と学習方略のメタ認知的方略、認知的
方略の使用に相関があることが確認された。

メタ認知的方略は、学習の計画を立て、学習
過程をモニターするなど、学びを調整すること
によって学習の効率化を図る方略とされている

（伊藤・神藤 2003）。情報端末をはじめとする

ICT を活用することが自らの学びにとって有用
であるという認識が高ければ、授業においてよ
り積極的に ICT を活用することとなる。肯定
的且つ積極的に ICT を活用することで、学びの
プロセスを把握しすることができ、自分のよく
わかっていない部分に気づくことで、改善を目
指して学習を進めることになるため、メタ認知
的方略のコストを低く感じやすいと言える。ま
た、その有効性を認知しやすいため、習得が促
進されやすいと考えられる。

認知的方略は、記憶の際にリハーサルを行っ
たり、理解が促進されるよう情報を体制化する
など、記憶や思考における自己の認知過程を調
整することで効果的な学習を促す方略とされて
いる（伊藤・神藤 2003）。授業で得られた知識・

表4　学習方略・エンゲージメントの分散分析及び多重比較の結果

表5　重回帰分析結果（表中は標準偏回帰係数）
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技能を情報端末上で俯瞰的に捉え、精緻化する
ことで記憶が促されたり、自らの理解の状況把
握が促されるなど、情報端末の活用による効果
を肯定的に捉えていることにより、認知的方略
の効果を実感しやすくなり、その習得が促進さ
れやすいと考えられる。

また、ICT 活用の有用性認識の高低と感情的
エンゲージメントの高低にも相関があることが
確認された。感情的エンゲージメントは、興味、
退屈、不安、楽しさといった学習者の感情的反
応に関する概念であり（梅本ほか 2016）、どの
程度、興味や楽しさといったポジティブ感情を
伴って取り組んでいるかを示すとされている

（鹿毛 2013）。高位群の生徒は、ICT を活用する
ことが自らの学びにとって有用であるという認
識があり、情報端末を活用することで積極的・
効率的に学習を進める可能性が高く、結果ポジ
ティブな感情を持ちやすいと考えられる。

加えて、梅本ほか（2016）は、メタ認知的方
略を使用する学習者は、授業において、目の前
の課題に持続的に取り組み、教員の話を熱心に
聞くなど、授業に意欲的に参加していると考え
られるとしている。本研究での考察では限界が
あるが、ICT 活用の有用性認識の高低とメタ認
知的方略の使用の間に相関が確認されたことか
らも、メタ認知的方略の使用が感情的エンゲー
ジメントに影響した可能性も考えられる。

次に、重回帰分析の結果、ICT 活用の有用性
認識のうち、思考の深化がメタ認知的方略、認
知的方略の使用に促進的な影響を与えているこ
とが確認された。ICT を使うことで、考えを深
めることができ、学習内容を正しく説明できる
という有用性認識を高く持っている生徒は、現
在の自分の理解の状態をモニタリングし（メタ
認知的方略）、学習方法を適切に調整する（認知
的方略）といった学習方略を普段から取り入れ
やすい傾向にあると考えられる。

また、ICT 活用の有用性認識のうち、学びへ
の積極性、思考の深化が感情的エンゲージメン
トに促進的な影響を与えていることが確認され
た。学びへの積極性は、ICTを使うことで楽しく
学習できる、学習に集中して取り組めるといっ
た学習に対するポジティブ感情を促す有用性認
識であり、ICT 活用によって自己効力感が高ま

ることで、同時に感情的エンゲージメントも高
まると考えられる。また、自らの考えを深める
ことができるという思考の深化の有用性認識が
あることで、深い部分まで学習を進めようとす
る意識が生まれ、感情的エンゲージメントが高
められやすいと考えられる。

一方、本研究では、行動的エンゲージメント
に対するICT活用の有用性認識の4因子からの
影響は確認されなかった。行動的エンゲージメ
ントは、授業をはじめ、特定の具体的な学習場面
や学習課題における関与、努力や持続性、忍耐
を含む概念であり（梅本ほか 2016）、どの程度、
課題に注意を向けて努力し粘り強く取り組んで
いるかを示すとされている（鹿毛 2013）。ICT
活用の有用性認識が高い生徒は、学習に対する
自己効力感が高い状態にあると推測できる。そ
のため、もともと学習に対して積極的に関与し
ている傾向があり、行動的エンゲージメントが
高まらなかったと考えられる。

中西（2022）は、オンライン授業に対する評
価のうち、「努力」の項目においてのみ、ICT 活
用の有用性の認識との間に相関が見られなかっ
たことを報告しており、授業における「努力」
に対しては、学習方略の使用や個々の生徒の学
習者特性といった要因が強く影響する可能性を
示唆している。本研究では、ICT 活用の有用性
認識がエンゲージメントに直接及ぼす影響を検
討しているため、この点を検討するには、複数
要因の因果モデルを考慮した研究が必要である
と言える。

Ⅴ　まとめ

一連の結果から、中学校理科授業における
生徒の ICT 活用の有用性認識が、メタ認知的
方略・認知的方略の習得・活用及び感情的エン
ゲージメントの向上に促進的な影響を及ぼして
おり、特に「思考の深化」の有用性認識が強く
影響しているという結論が得られた。

佐藤ほか（2019）は、平成 29 年告示の中学校
学習指導要領（文部科学省 2017）に示された理
科の目標及び育成すべき資質・能力を踏まえ、児
童生徒のメタ認知的活動（メタ認知的モニタリ
ングとメタ認知的コントロール）の状況を、教
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師が把握する教授方略を検討していく必要があ
るとしている。しかしながら、理科学習場面に
おけるメタ認知的コントロールは子どもにとっ
て難しいともしている。また、佐藤（1998）は、
認知的方略は日常的に行われて初めて効果が出
る方略であるため、教師による直接的指導に
よって促進することが困難である可能性を指摘
している。中学校理科授業において生徒の ICT
活用の有用性認識を向上させることで、メタ認
知的方略や認知的方略の習得・活用を促進でき
る可能性を示すことができたことは、教育工学
的知見としての一定の意義を有すると言える。

理科教育の今後の教育実践への示唆として
は、中学校理科の通常の授業において、生徒の
ICT 活用の有用性認識を高めておくことで、生
徒の学習方略の習得・活用を促すことができる
と考えられる。特に、「思考の深化」の有用性の
認識が高まるよう、生徒が結果から考察する場
面や、学習内容を俯瞰的に捉える場面において
ICT 活用を設定することで、自身の考えを深め
ることができる、学習した内容を正しく整理で
きるという ICT 活用を前提とした自己効力感
を高めることが効果的であると考えられる。

また、中西・矢野（2021）は、ICT 活用頻度
が高くなるにつれて有用性の認識が高くなる傾
向があるとしている。授業設計において、ICT
活用を特設的なものにするのではなく、日常的
な活用を継続することが重要であると言える。

次に、中学校理科授業における ICT 活用の有
用性認識がエンゲージメントに及ぼす影響につ
いて、中西・加納（2022）の研究では、1 人 1
台端末を活用したリフレクションにより、メタ
認知的方略の使用が増加し、結果、行動的エン
ゲージメントの向上及び認知的方略の使用の増
加につながったとしている。また同時に、リフ
レクションによる感情的エンゲージメントの向
上は確認できなかったとしている。本研究で得
られた知見を関連づけると、生徒の ICT 活用の
有用性認識を事前に高めた状態で 1 人 1 台端末
を活用したリフレクションを実施することによ
り、学習方略の習得・活用の促進やエンゲージ
メントの向上を補完できるのではないかと考え
られる。理科教育における実践により有意義な
示唆を提供するためにも、生徒の ICT 活用の有

用性認識や学習方略の習得・活用といった要因
と教育実践との関連を検討する研究が必要であ
ると言え、今後の課題としたい。

また、本研究では、中学校理科授業における
ICT 活用の有用性認識が学習方略・エンゲージ
メントに及ぼす影響を確認したが、学習方略と
エンゲージメントとの明確な因果関係を特定で
きてはいない。明確な因果関係を検討する研究
が今後必要であると言える。

最後に、本研究は、中学校理科第 1 学年の一
定の単元を学習した段階の生徒を調査対象とし
て実施しているため、限定的な分析であると言
える。ICT 活用の有用性認識の特性を踏まえる
と、学習単元や ICT 活用場面に内容依存的な側
面があると言え、学習段階、学年段階によって
変化する可能性があると言える。今後は、学年
段階や ICT 活用場面を条件制御した調査分析
が必要であると言える。

註

1 ） 中西・矢野（2021）では，中学校理科における生
徒 ICT 活用の有用性認識尺度について，「学習の
効率化」「学びへの積極性」「思考の深化」「他者
との比較・共有」の 4 因子が適切なモデルであ
るか否かを確認する上で確認的因子分析を行っ
ている．そのため，本研究においても，因子的
妥当性を確認するために 4 因子を想定した確認
的因子分析を行った．

2 ） 清水（2016）は，Holm 法はｔ値の絶対値が高い
順に調整する値が変わる方法であり，調整する
値がｔ値が小さくなるほど減るので，Bonferroni
法よりも検出力は高くなるとしている．そのた
め，本研究における分析に用いた HAD version 
17.102（清水，2016）においても Holm 法を使用
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